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市内中⼩企業者（「仙台市地域経済動向調査№70」対象者のうち中⼩企業、仙台商⼯会議
所、宮城県中⼩企業家同友会の会員）3,500社に対してアンケート調査を実施した。

１．実施時期 平成28年7⽉中旬〜８⽉中旬
２．有効回答率 40.5% （1,416社/3,500社）

調査⽅法等

経営者の⾼齢化や後継者不⾜により、今後、多くの中⼩企業が事業承継の課題に直⾯するこ
とが予想される。本市経済の持続的な発展を図るため、本調査により、本市中⼩企業の事業
承継についての実態を把握し、課題などを整理したうえで事業承継を円滑に進めるために必
要な⽀援の在り⽅や関係機関との連携について検討を進める。
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事業を引き継ぎたい 57.6％
「⾃分が引退したあと事業を引き継ぎたい」と考え

ているとの回答が多数。
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＜事業承継の意向＞
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取組んでいる 43.2％
「事業を引き継ぎたい」と回答した事業者のうち、

「事業承継に向けた取組みを既に始めている」が43.2％
であったが、「取組んでいない」及び「何をするべきか
が分からない」の合計42.9%とほぼ同じ割合。

＜事業承継に向けた取組み状況＞

事業を引き継
ぎたい

取組んでいる

無回答
何をするべきかが
分からない

取組んでいない

廃業する

考えていない

無回答

＜事業承継に向けて取組んでいる内容＞

後継者の資質・能⼒の
向上

70.2％
「取組んでいる」と回答した事業者のうち、事業承

継に向けて取組んでいる内容は、「後継者の資質・能
⼒の向上」が多数。次に「取引先との関係を維持する
こと」、「後継者を⽀える⼈材を育成すること」と続
く。
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⾦融機関との関係を維持すること

役員・従業員から理解を得ること

後継者を⽀える⼈材を育成すること

取引先との関係を維持すること

後継者の資質・能⼒の向上
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（グラフは、上位5位までを抜粋）
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後継者教育⽀援 20.4％
事業承継に関して公的機関に取組んでほしいことは、「後

継者教育⽀援」を挙げる事業者が多数。次に「相続に係る法
律問題に関するセミナーの開催」が続く。

＜公的機関に取組んでほしいこと＞
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事業計画の策定⽀援
税制に関するセミナーの開催

融資制度の拡充
相続に係る法律問題に関するセミナーの開催
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「事業を引き継ぎたい」と回答した事業者のうち、事業承継
の取組みを進めるに当たっての課題として「後継者の育成」
を挙げる事業者が多数。次に「後継者の選定」が続く。

＜事業承継を進めるに当たっての課題＞

後継者の育成が課題

11.4%
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29.2%
53.9%

業績不振
贈与税・相続税問題
事業承継の知識不⾜

後継者の選定
後継者の育成
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